廬山と江南山水画 ─ 董源・巨然山水画風の成立をめぐって ─ by 竹浪 遠


























The Birth of Jiangnan Landscape Painting Style: The Influence of Mount Lu upon 





























紀後半～ 10 世紀初）の張彦遠『歴代名画記』（847 年序）
巻五、顧愷之条にも「顧画有［中略］、廬山会図［後略］」7
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る 19。玄武は、梓州（四川省綿陽）の地名 20 であり、そ図 7　（伝）李公麟「帰去来兮図巻」部分（フリーア・ギャラリー）





































































は、前漢の武帝（在位、前 141 ～前 87）の時に平津公に


























































































































































した。その 4年後に李䕉は 56 歳で没し、息子の李璟（916
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の弟子となった江為 52、劉洞 53（？～ 975）などが詩人と
して知られる。僧侶には廬山に隠れ、南唐国主の招きに































































































図 10　鍾山（霊谷塔より明孝陵方面を望む。2015 年、筆者撮影） 図 11　廬山の錦秋谷













































図 13　開先瀑布（中央の峰は双剣峰） 図 14　（伝）巨然「蕭翼賺蘭亭図」（台北故宮博物院）





































































図 19　『秘蔵詮』挿図版画　第 1巻第 5図（南禅寺）
図 20　范寛「谿山行旅図」部分（台北故宮博物院）
図 21　（伝）許道寧「秋山蕭寺図巻」部分（藤井斉成会有鄰館）















図 23　盛唐・敦煌莫高窟第 103 窟「法華経変相」部分
図 26　（伝）隋・展子伲「遊春図巻」部分（北京故宮博物院）
図 22　「騎象奏楽図（楓蘇芳染螺鈿槽琵琶捍撥）」（正倉院南倉）



























図 27　郭煕「早春図」部分（台北故宮博物院） 図 29　范寛「谿山行旅図」
































































































図 32　沈周「廬山高図」（台北故宮博物院） 図 33　沈周「廬山高図」部分
























E. Nelson,“Catching Sight of South Mountain: Tao Yuanming, 
Mount Lu, and the Iconographies of Escape,” Archives of Asian Art, 
LII, 2000-2001.

















年）、200 ～ 204 頁に関連記述がある。
12　李公麟「帰去来兮図」については、註 5前掲論文及び次の
専論を参照した。Elizabeth Brotherton, “Beyond the Written Word: 
Li Gonglin’s Illustrations to Tao Yuanming’s Returning Home,” 
Artibus Asiae, Vol.59 no.3/4, 2000.
13　拙稿「題画詩からみた唐代山水画の主題」（註 4前掲『唐宋
山水画研究』。初出「唐代山水画の主題に関する研究」〔『鹿島



























































































己生卒年考証」（『中華文史論叢』1983 年 3 輯）。陳蒲清「詩僧
斉己」（『求索』1984 年 2 期）。何林天「斉己初探」（『山西師大










































る。Howard Rogers, Onomea Bay, “Tung Yuan Chronicle,” in 
Kaikodo Journal, Autumn, 1999（韋佶翻訳、羅浩、翁白「董源研

















































































































































































































































土変相」、「絵因果経」第 8巻第 12 紙（東京藝術大学）にも見
られる。
75　「山水人物図（紫檀木画槽琵琶）」（正倉院南倉）、「絵因果経」
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図 24　『第 53 回　正倉院展』（奈良国立博物館、2001 年）
図 25　『正倉院の絵画』
図 26　『中国美術全集　絵画編』2（人民美術出版社、1984 年）
図 27　『世界美術大全集　東洋編』5
図 28　『日本美術全集』6（小学館、2015 年）
図 29　『故宮書画図録』1
図 30　『中国絵画全集』9（文物出版社等、1999 年）
図 31　『故宮書画図録』4（国立故宮博物院、1990 年）
図 32、33　『故宮書画図録』6（国立故宮博物院、1991 年）
付記　本研究は、科学研究費助成金基盤研究（C）「宋代
文人士大夫の絵画制作・鑑賞に関する研究―北宋後期を
中心に―」（課題番号 16K02271）による研究成果の一部
である。
補図　秀峰風景区入口付近より見た諸峰（亀背峰、鶴鳴峰など）
